
 
 

 

【経験の共有】震災復興・連続シンポジウム第２回 
 

「復興の全体像を考える」 
「右肩下がりの時代における超広域巨大災害」からの復興・再生は，世界で初めての経験である．

被災地では，復興を支える社会のしくみが依然として混沌とする中，復興へ向けての模索が続けら

れている．被災地の再生，復興をすすめていくためには，社会に存在する様々な経験，知を共有し，

そこでの議論を通して得た知見を復興の現場へフィードバックしていくことが大切と考える． 

第２回シンポジウムでは，第１回における個々の現場での課題の議論をふまえつつ，被災から１

年余を経ているにもかかわらず殆ど語られていない「復興の全体像」について，かつての国土計画・

広域圏計画等の経験，阪神淡路大震災からの復興の経験を持つ先行世代の経験を後続世代に伝え，

共有することを目的として開催する． 

※【経験の共有】震災復興・連続シンポジウムは，日本都市計画家協会と東京大学生産技術研究所 ICUS との共同主催で開催します． 

 

《開催概要》 
■日 時：平成２４年６月１６日（土） １５:３0～17:30 （1５:０0 開場） 

■会 場：建築家会館大ホール（東京都渋谷区神宮前 2-3-1） 

     アクセス：http://www.kenchikuka-kaikan.jp/index_map.html 

■主 催：特定非営利活動法人 日本都市計画家協会 

     東京大学生産技術研究所 都市基盤安全工学国際研究センター 

■入場無料、要申し込み  ※終了後（17:30～）懇親会（会費制）を開催 

《プログラム》 

１．開会挨拶 小林英嗣（NPO 日本都市計画家協会会長） 

２．趣旨説明 渡會清治（NPO 日本都市計画家協会副会長） 

３．基調講演：大村虔一：アーバンデザイナー、元東北大学教授 

４．パネルディスカッション 

大村虔一：アーバンデザイナー、元東北大学教授 

土井幸平：都市計画家、元大阪市立大学教授 

小林郁雄：日本都市計画家協会理事・関西支部長，神戸山手大学教授  

加藤孝明：日本都市計画家協会理事，東京大学生産技術研究所都市基盤安全工学国際研究センター准教授 

コーディネーター 姥浦道生：東北大学大学院准教授 

５．閉会挨拶 石川岳男（NPO 日本都市計画家協会副会長） 

 

《問合わせ・申し込み》 
申込み・問い合わせ：（ＮＰＯ）日本都市計画家協会  事務局  E-mail:：info@jsurp.net  



■パネリストプロフィール 
 

◆大村虔一（おおむらけんいち） 
アーバンデザイナー、NPO 都市デザインワークス顧問、NPO とうほく
PPP・PFI 協会会長、元東北大学教授、元宮城大学副学長、前宮城県教育委
員会委員長、前宮城県都市計画審議会会長 
193８年生まれ。東京大学大学院建築学専攻終了。（株）都市計画設計研究
所を南條道昌氏、土井幸平氏とともに 1967 年に設立。199６年東北大学
教授に就任。 
宮城県復興まちづくり検討会委員、名取市新たな未来会議会長、亘理町震
災復興会議会長として東日本大震災復興まちづくりに尽力 

 
◆土井幸平（どいこうへい） 

都市計画家、元大阪市立大学教授、元大東文化大学環境創造学部長 
東京都豊島区都市計画審議会会長 
1939 年生まれ。東京大学大学院建築学専攻終了。（株）都市計画設計研究
所を南條道昌氏、大村虔一氏とともに 1967 年に設立。1993 年、大阪市
立大学工学部教授、大阪府等の都市計画審議会委員などを歴任。阪神・淡
路大震災の際、兵庫県復興１０年委員会委員として復興まちづくりに尽力。 
 

◆小林郁雄（こばやしいくお） 
神戸山手大学教授、まちづくり株式会社コー・プラン アドバイザ、阪神大
震災復興市民まちづくり支援ネットワーク世話人 
1944 年生まれ。神戸大学卒、大阪市大大学院了。(株) 都市･計画･設計研
究所を経て、まちづくり株式会社コー・プランを設立、代表取締役を経て
現職。阪神・淡路大震災の際、民間プランナーを中心とした「阪神大震災
復興市民まちづくり支援ネットワーク」を立ち上げ、復興まちづくりの支
援活動に尽力。 
NPO 日本都市計画家協会理事・関西支部長 
 

◆加藤孝明（かとう たかあき） 
東京大学生産技術研究所都市基盤安全工学国際研究センター准教授 
1967 年生まれ。東京大学工学部都市工学科卒業、東京大学大学院工学系
研究科都市工学専攻助手・助教を経て 2010 年 4 月より現職。東京都防
災会議地震部会委員他、専門は、都市計画、都市防災、地域安全システム
学等。復興準備（復興イメトレ）、四川地震での復興計画支援等の研究を行
う。NPO 日本都市計画家協会理事、災害復興まちづくり特別委員会委員長。 
 

◆姥浦道生（うばうらみちお） 
東北大学大学院工学研究科都市・建築学専攻准教授 
専門は都市計画・建築計画 
1973 年生まれ、東京大学法学部第一類を経て東京大学大学院工学系研究
科都市工学専攻博士課程満期退学。豊橋技術科学大学、大阪市立大学助手
を経て 2008 年より現職。 
塩釜市震災復興会議委員、名取市新たな未来会議委員、宮古市国交省調査
監理委員等 
 


